
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                                 

 

 

 

 

 

岩手県・総合戦略 2020-2024 
基本目標１ 若者・女性をひきつけるしごと創造   

合計特殊出生率 1.35 → 1.45   出生数 2,245 → 2,184    婚姻率〔千人対〕 4.7 → 4.7 

基本目標 
① やりがいと生活を支える所得が得られる仕

事を創出し，岩手への新たな人の流れの創
出を目指す 

② 社会全体で子育てを支援し，出生率の向上
を目指す 

③ 医療・福祉や教育などふるさとを支える基
盤の強化を進め，地域の魅力向上を目指す 

④ 関係人口や交流人口の拡大を図り，岩手と
多様な形でつながることのできる社会を目
指す 

勘案 

位置付け 

第２期盛岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略 概要版 

 

 

3つの基本目標と９つの戦略 

基本目標２ 切れ目のない結婚・出産・子育て支援   

基
本
目
標 

１ 強みを生かした優れたプロジェクトの推進と情報発信 
２ 広域連携の推進による活力ある社会経済の維持 
３ 市民協働による，まち・ひと・しごとの創生 
４ Society5.0，SDGs 等の取り組みの推進 
５ ＰＤＣＡのマネジメントサイクルによる進行管理 

基本目標と基本姿勢 

１ 若者・女性をひきつけるしごと創造 

２ 切れ目のない結婚・出産・子育て支援 

３ 躍動する中核都市としての魅力・求心力の向上 

基
本
姿
勢 

基本目標３ 躍動する中核都市としての魅力・求心力の向上   

20 歳から 39 歳までの人口移動数〔人〕 △395 → 0 

観光客入込数〔万人回〕 508 → 530 

人口対策として，今後５か年の間に
特に重点的に取り組む必要がある
ものを政策パッケージ化 

勘案 

連携 

基本方針 

第１期総合戦略では，長期的に人口を安定させるため，出生数の維持・増加に向けた取組を行い，子育
て負担の軽減については，待機児童数ゼロを達成するなど成果を上げることができましたが，依然として
自然動態では出生数の減少が続いています。その大きな要因は出生数の母体となる女性人口の減少にあり
ます。 

また，社会動態においても，若者の東京圏等への転出超過が続いています。 
このことから，自然動態・社会動態においても若者の地元定着が大きな課題であり，その背景には若者

が望む職種や賃金等を求めて，東京圏等に転出している現状があります。 
第２期総合戦略では，若者や女性の仕事に関する願いに応えるとともに，都市の魅力を創出することに

より，若者の地元定着や東京圏等からの移住・定住を促進することで，出生数の減少と転出超過を抑制す
る好循環を目指します。 

勘案 

若者をひきつけ躍動するまち盛岡 

資料４ 


